
フィリピの
信徒への
手紙の
謎を解く

平成30（2018）年

10月15日
14：40～16：10

会場／東北学院大学土樋キャンパス  ホーイ3階H302教室

東北学院大学研究ブランディング事業「東北における神学・人文学の研究拠点の整備事業」

問い合わせ先　 東北学院大学 研究機関事務課  TEL：022-264-6401  FAX：022-264-6530

駐車場がございませんのでお車でのご来場はご遠慮ください。

パウロが獄中にいる間に記されたとされる
「フィリピの信徒への手紙」は、パウロの真正
書簡のひとつである。この書簡はもともと、
別々に書かれた複数の手紙が後に編集され
て成立したと考えられている。しかし、この書簡
の内容や受け取り手をめぐって、現在でも
様々な議論が交わされている。パウロはどの
ような意図でこれを記したのだろうか。フィリピ
の教会とはいかなる共同体であったのか。ドイ
ツにおいて新約聖書学を牽引する一人であ
るフォン・ゲミュンデン氏が、「フィリピの信徒
への手紙」の真相を探る。

1957年生まれ。ノイエンデッテルザウ神学大学、モンペリエ大学、
エアランゲン大学を経て、1989年、ハイデルベルク大学にて神学博士号
（Dr. theol.）取得。1989-1992年、コーブルクにて牧師として働いた後、
1992-1994年、ベーテル神学大学助手、1994-2002年、ジュネーヴ大学教授。
現在：アウクスブルク大学哲学社会学部教授。 専攻：新約聖書学
著作：Vegetationsmetaphorik im Neuen Testament und seiner Umwelt. 
Eine Bildfelduntersuchung, NTOA 18, Freiburg/CH, Göttingen 1993. 
Affekt und Glaube. Studien zur historischen Psychologie des 
Frühjudentums und Urchristentums, NTOA 73, Göttingen 2009.
その他、著作多数。

共 催

東北学院大学  文学部総合人文学科主 催

PROFILE

Petra von Gemünden
（ペトラ・フォン・ゲミュンデン）氏

月
参加無料／申込不要

直接会場にお越しください。

使用言語はドイツ語、通訳あり

文学部総合人文学科主催
ファカルティ・フォ－ラム

アウクスブルク大学哲学社会学部教授


